
も
っ
て
参
列
者
に
御
礼
の
挨

拶
を
述
べ
た
。「
明
治
天
皇
の

思
し
召
し
に
よ
り
創
建
さ
れ

て
以
来
、
皇
室
の
篤
い
御
殊

遇
を
賜
わ
り
、
御
遺
族
、
戦

（１）（毎月１回、１0日発行）（昭和56年２月３日第３種郵便物認可） The  Syukyo  Shimbun (The  Religion  News) 令和５年（2023年）１１月１０日　金曜日 第805号

一
、
精
神
革
命
の
旗
手

一
、
宗
教
連
合
の
具
現

一
、
地
上
天
国
の
建
設
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奈
良
国
立
博
物
館
で
10
月
27
日
か

ら
11
月
13
日
ま
で
、
第
75
回
正
倉
院

展
が
開
か
れ
て
い
る
。
第
１
回
は
昭

和
21
年
で
、
敗
戦
で
傷
つ
い
た
日
本

人
に
、
古
代
の
素
晴
ら
し
い
文
化
を

見
る
こ
と
で
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
思
い
で
開
催
さ
れ
た
。
10
月
27

日
の
内
覧
会
で
、
奈
良
国
立
博
物
館

の
井
上
洋
一
館
長
は
「
今
回
は
コ
ロ

ナ
禍
で
傷
つ
い
た
心
を
癒
や
す
意
味

合
い
も
あ
る
」
と
語
っ
て
い
た
。

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
終
着
点
で
も
あ

る
奈
良
に
は
、
中
東
を
は
じ
め
中

国
、
朝
鮮
な
ど
か
ら
の
渡
来
品
も
残

さ
れ
て
お
り
、
既
に
も
と
の
国
で
は

消
滅
し
た
品
も
多
い
こ
と
か
ら
、
各

国
の
研
究
者
も
正
倉
院
の
宝
物
に
熱

い
視
線
を
注
い
で
い
る
と
い
う
。

内
覧
会
に
招
か
れ
た
韓
国
・
国
立

慶
州
博
物
館
の
咸
舜
燮
（
ハ
ム
ス
ン

ソ
プ
）
館
長
は
「
１
３
０
０
年
以
上

前
に
作
ら
れ
た
も
の
が
原
形
を
と
ど

め
て
い
る
の
は
極
め
て
珍
し
く
、
世

も
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
最
も
尊
い
と
さ

れ
て
き
た
。

自
ら
を
「
三
宝
の
奴
（
や
っ
こ
）」

（
仏
弟
子
）
と
称
す
る
ほ
ど
篤
く
仏

教
に
帰
依
し
た
聖
武
天
皇
は
、
史
上

初
め
て
出
家
し
た
天
皇
で
あ
る
。
律

令
制
と
仏
教
に
よ
る
国
づ
く
り
は
聖

徳
太
子
の
時
代
に
始
ま
り
、
奈
良
時

代
の
聖
武
天
皇
に
よ
る
東
大
寺
の
大

仏
造
立
で
概
成
を
見
た
と
言
え
よ

う
。
聖
徳
太
子
と
同
じ
よ
う
に
聖
武

天
皇
も
古
来
か
ら
の
宮
中
祭
司
を
守

り
な
が
ら
、
外
来
の
宗
教
で
あ
る
仏

教
を
国
の
礎
の
教
え
と
し
た
の
で
あ

る
。人

類
史
に
お
い
て
宗
教
は
、
ア
ニ

ミ
ズ
ム
的
な
段
階
の
収
穫
の
喜
び
や

死
の
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
儀
礼
と

し
て
始
ま
り
、
そ
れ
が
集
団
を
結
び

つ
け
る
力
と
し
て
作
用
し
て
き
た
。

つ
ま
り
、
よ
り
大
き
な
社
会
形
成
に

伴
い
発
展
し
て
き
た
の
が
宗
教
と
言

え
よ
う
。

界
的
な
文
化
遺
産
だ
。
韓
日
両
国
の

研
究
者
が
交
流
し
、
研
究
が
進
む
と

い
い
」
と
挨
拶
し
て
い
た
。

聖
武
天
皇
の
袈
裟

最
初
の
展
示
場
で
目
を
引
い
た
の

は
、
光
明
皇
后
が
記
し
た
聖
武
天
皇

の
遺
愛
品
の
目
録
『
国
家
珍
宝
帳
』

の
筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
九
条
刺
納

樹
皮
色
袈
裟
（
く
じ
ょ
う
し
の
う
じ

ゅ
ひ
し
ょ
く
の
け
さ
）」
で
あ
る
。

九
条
衣
は
格
式
の
高
い
儀
礼
服
で
、

刺
納
と
は
刺
し
子
縫
い
の
こ
と
。
白

や
紺
、
淡
青
、
緑
、
黄
緑
、
赤
紫
な

ど
に
染
め
ら
れ
た
平
織
り
の
絹
を
ほ

ぐ
し
た
う
え
で
、
細
か
く
綴
り
合
せ

て
い
る
。
樹
皮
色
と
は
最
上
の
袈
裟

で
あ
る
「
糞
掃
衣
（
ふ
ん
ぞ
う
え
）」

の
「
糞
掃
」
の
語
を
避
け
、
様
々
な

色
が
重
な
っ
た
樹
皮
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
名
付
け
た
と
い
う
。
珍
宝
帳

に
は
「
御
袈
裟
」
と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
、
実
際
に
着
用
さ
れ
た
可
能
性

そ
の
宗
教
に
「
救
済
」
の
概
念
が

生
ま
れ
た
の
は
、
紀
元
前
８
世
紀
か

ら
２
世
紀
の
頃
で
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
は

「
枢
軸
の
時
代
」
と
呼
ん
で
い
る
。

救
済
は
個
人
の
内
面
に
か
か
わ
る
思

い
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
は
普
遍

性
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
東
西
で
世

界
宗
教
が
生
ま
れ
て
き
た
。
ア
ジ
ア

で
そ
の
代
表
が
仏
教
で
あ
る
。

聖
武
天
皇
の
仏
教
信
仰
に
は
光
明

皇
后
の
影
響
も
大
き
い
と
さ
れ
る
。

光
明
皇
后
が
開
基
の
法
華
寺
は
、
総

国
分
寺
の
東
大
寺
に
対
し
て
総
国
分

尼
寺
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
正
式
に
は

法
華
滅
罪
之
寺
（
ほ
っ
け
め
つ
ざ
い

の
て
ら
）
と
い
う
。
自
己
と
国
家
と

の
一
体
感
が
あ
っ
た
古
代
に
お
い

て
、
国
の
災
い
は
自
分
の
罪
の
ゆ
え

と
の
思
い
が
強
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
玉
体
を
守
る
こ
と
が
国
を
守
る

こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
う
し
た
天
皇
と
国
家
と
の
関
係

を
仏
教
儀
式
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の

が
空
海
で
、
そ
の
代
表
が
玉
体
安

穏
・
鎮
護
国
家
・
五
穀
豊
穣
・
万
民

豊
楽
を
祈
る
後
七
日
御
修
法
（
ご
し

ち
に
ち
み
し
ほ
）
の
法
会
で
あ
る
。

江
戸
時
代
ま
で
は
宮
中
で
行
わ
れ
て

い
た
が
、
神
仏
分
離
に
よ
っ
て
明
治

４
年
に
廃
止
さ
れ
、
明
治
16
年
に
再

興
さ
れ
て
か
ら
は
、
勅
使
を
迎
え
東

寺
の
灌
頂
院
で
真
言
宗
最
高
の
法
儀

と
し
て
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。

自
ら
の
内
に
罪
を
感
じ
、
救
い
を

求
め
る
気
持
ち
は
天
皇
や
貴
族
だ
け

で
な
く
庶

民
も
同
じ

こ
と
か

ら
、
や
が

て
救
い
の
宗
教
と
し
て
の
仏
教
を
易

し
く
説
く
鎌
倉
仏
教
が
生
ま
れ
た
。

空
海
か
ら
親
鸞
ま
で
の
４
０
０
年
間

は
、
日
本
仏
教
が
一
人
ひ
と
り
の
心

に
到
達
す
る
営
み
の
期
間
と
言
え
よ

う
。日

本
の
歴
史
が
国
際
情
勢
、
平
た

く
言
え
ば
外
圧
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て

き
た
の
は
地
政
学
的
な
必
然
で
、
近

現
代
の
日
本
は
幕
末
・
維
新
か
ら
始

ま
る
。
日
本
仏
教
も
、
圧
倒
的
な
西

洋
文
明
、
西
洋
近
代
哲
学
の
洗
礼
を

受
け
、
見
直
し
を
迫
ら
れ
た
。
そ
れ

に
よ
っ
て
始
ま
る
近
代
仏
教
が
今
の

日
本
社
会
に
あ
る
仏
教
で
あ
る
。

救
い
と
は
何
か

と
こ
ろ
で
「
救
い
」
と
は
何
か
。

心
の
中
の
状
態
で
あ
れ
ば
、
ど
ん
な

境
地
が
救
い
と
言
え
る
の
か
。
今
に

続
く
世
界
宗
教
が
、
い
ず
れ
も
都
市

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
考
え

る
と
、
人
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き

な
が
ら
、
離
れ
て
し
ま
っ
た
自
然
と

の
一
体
感
の
回
復
で
は
な
い
か
。
ウ

パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
哲
学
の
い
う
「
梵
我

一
如
」
で
あ
る
。

梵
（
 ブ
ラ
フ
マ
ン
＝
宇
宙
を
支
配

す
る
原
理
）
と
我
（
 ア
ー
ト
マ
ン
＝

個
人
を
支
配
す
る
原
理
）
が
同
一
だ

と
す
る
思
想
で
、
釈
迦
は
ア
ー
ト
マ

ン
を
な
く
す
道
を
説
い
た
が
、
そ
れ

も
一
体
化
へ
の
一
つ
の
道
で
あ
ろ

う
。
道
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
方
が
い

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
奈
良
時
代
の

宝
物
を
見
て
宗
教
の
長
い
歴
史
に
思

い
を
馳
せ
る
の
も
、
日
本
人
の
幸
せ

で
あ
ろ
う
。

第
75
回
正
倉
院
展
を
見
て

秋
季
例
大
祭
に
合
わ
せ
、

岸
田
文
雄
首
相
は
17
日
、「
内

閣
総
理
大
臣
　
岸
田
文
雄
」

名
で
真
榊
を
奉
納
し
た
。
ま

た
、
西
村
康
稔
経
済
産
業
相

は
16
日
に
、
進
藤
義
孝
経
済

再
生
担
当
相
と
高
市
早
苗
経

済
安
全
保
障
担
当
相
は
17
日

に
参
拝
し
た
。
超
党
派
の
議

員
連
盟
「
み
ん
な
で
靖
国
神

社
に
参
拝
す
る
国
会
議
員
の

会
」
の
国
会
議
員
96
人
が
18

日
朝
参
拝
し
、
皇
室
か
ら
は

18
日
の
午
後
に
瑤
子
女
王
殿

下
が
参
拝
さ
れ
た
。

秋
風
が
吹
き
、
晴
れ
た
10

月
18
日
午
前
10
時
、
大
太
鼓

が
静
寂
な
境
内
に
鳴
り
響

き
、
宮
司
・
神
職
が
参
進
。

本
殿
所
定
の
座
に
着
い
た
。

国
歌
斉
唱
に
続
き
本
殿
内
陣

の
御
扉
が
開
か
れ
、
神
饌
が

供
せ
ら
れ
、
初
獻
の
神
酒
を

家
国
民
に
尽

く
さ
れ
た
御

祭
神
の
御
事

績
に
慰
霊
と

感
謝
の
誠
を

捧
げ
て
、
国

家
の
平
安
と

子
孫
繁
栄
を

願
わ
れ
た
御

心
を
受
け
継

ぎ
、
世
の
平

安
を
祈
り
続

け
る
こ
と
、
ま
た
平
和
の
尊

さ
を
次
世
代
に
伝
え
て
行
く

こ
と
は
、
託
さ
れ
た
こ
の
国

に
生
き
る
私
ど
も
の
務
め
で

あ
る
。

そ
し
て
、
日
々
感
謝
の

心
、
助
け
合
い
の
心
を
も
っ

て
、
心
豊
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の

務
め
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
、
国
家
国
民
を
守
護

す
る
御
祭
神
の
御
加
護
に
応

え
、
家
族
や
地
域
社
会
、
そ

社

説

し
て
わ
が
国
の
明
る
い
将
来

を
築
い
て
い
く
こ
と
に
繋
が

る
も
の
と
存
ず
る
」

秋
季
例
大
祭
の
期
間
中
、

境
内
で
は
各
流
派
家
元
に
よ

る
献
華
展
や
奉
納
菊
花
展
、

浄
土
宗
で
は
来
年
、
開
宗

８
５
０
年
を
迎
え
る
の
を
慶

讃
し
、
総
本
山
知
恩
院
（
京

都
市
東
山
区
）
と
全
国
七
大

本
山
の
計
８
寺
院
が
10
月
２

日
か
ら
９
日
ま
で
、
知
恩
院

本
堂
に
お
い
て
「
お
待
ち
受

け
法
要
」
を
厳
修
。
堂
内
に

は
読
経
の
声
が
響
き
わ
た

り
、
参
拝
者
は
手
を
合
わ
せ

宗
祖
法
然
上
人
へ
の
感
謝
を

深
め
て
い
た
。
８
寺
院
が
知

恩
院
に
集
ま
っ
て
連
日
法
要

を
修
め
る
の
は
初
め
て
の
こ

能
楽
堂
で
は
各
種
奉
納
芸
能

が
行
わ
れ
、
17
日
か
ら
19
日

に
か
け
て
剣
詩
舞
、
日
本
舞

踊
、
琵
琶
楽
、
奉
納
演
奏
、

江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
、
詩
吟
、

古
武
道
、
居
合
道
、
剣
舞

お問合せ先／扶桑社　販売企画部
〒105-8070　東京都港区海岸1-15-1

TEL03-5403-8859
購入申込み　FAX:03-3578-3075

●定価1000円（税込み）
●四六並製　232ページ
●発行・産経新聞社／発売・扶桑社

日
本
よ
、蘇
れ

日
本
神
話
の
知
恵

出雲井晶著

ゆ
が
ん
だ
歴
史
観
、
家
庭
の
崩
壊
、
教
育
の
危
機
…
。
い
ま
日
本

は
大
き
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。こ
の
現
状
を
打
破
す
る
カ
ギ

は
、
実
は
「
日
本
神
話
＝
古
事
記
・
神
代
」
に
あ
る
の
で
す
。
日

本
神
話
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
、愛
と
生
命
と
知
恵
に
立
ち
返
っ
て
こ

そ
、日
本
の
未
来
は
拓
け
ま
す
。あ
な
た
も
著
者
と
い
っ
し
ょ
に
、

「
神
話
の
教
え
」
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
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０
円
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税
）

日
本
国
始
め
 饒
速
日
大
神
の
東
遷

大
野
七
三
著

『
先
代
旧
事
本
紀
』の
神
髄
を
極
め
た
著
者
が
語
る
。

足
で
調
べ
た
大
和
建
国
の
謎
。

須
佐
之
男
尊
の
出
雲
国
創
建
後
、
饒
速
日
尊
が
32
従
者
と
25
軍
団
を
従
え
、

九
州
か
ら
大
和
に
東
遷
し
て
纏
向
の
地
に
大
和
国
を
建
国
。
そ
の
時
、
饒
速

日
尊
が
配
下
を
募
り
配
置
し
た
今
も
残
る
そ
の
出
自
と
足
跡
を
立
証
す
る
。
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四
六
判
２
９
６
頁
（
本
体
１
５
０
０
円
＋
税
）

私
の
生
命

い

の

ち

の
復
活上橋

泉
著

人
生
の
苦
し
み
に
積
極
的
な
意
味
は
あ
る
の
か
？

『
21
世
紀
に
生
き
る
日
本
人
の
た
め
の
浄
土
思
想
』
の
出
版
を
記
念
し
て
、平
成
26
年
３

月
か
ら
28
年
11
月
ま
で
の
５
回
に
わ
た
る
講
演
を
ま
と
め
た
著
者
渾
身
の
生
命
の
書
。

日
本
人
の
宗
教
性（
霊
性
）は
回
復
す
る
か
？

新刊！

奠
し
た
。
そ
の
後
宮
司
は
神

前
に
進
み
祝
詞
を
奏
上
、
英

霊
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
。

二
獻
の
神
酒
を
奠
し
た
後
、

勅
使
（
唐
橋
在
倫
掌
典
）
が

御
幣
物
を
奉
し
て
参
向
、
本

殿
所
定
の
座
に
着
く
。
宮
司

は
御
幣
物
を
神
前
に
奉
奠
し

た
。
勅
使
は
神
前
に
進
み
御

祭
文
を
奏
上
。
宮
司
が
御
祭

文
を
内
陣
に
納
め
、
勅
使
は

玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼
し
た
。

勅
使
・
随
員
下
向
後
、
フ

ォ
イ
エ
ル
コ
ー
ル
混
声
合
唱

団
に
よ
る「
鎭
魂
頌
」「
靖
國

神
社
の
歌
」
が
奉
奏
さ
れ
、

三
獻
の
神
酒
を
奠
し
た
後
、

宮
司
が
玉
串
を
奉
っ
て
拝
礼

し
た
。
宮
司
に
続
き
特
別
参

列
者
及
び
崇
敬
者
総
代
が
本

殿
に
進
み
玉
串
を
奉
っ
て
拝

礼
。
午
後
３
時
、
御
幣
物
、

神
饌
が
徹
せ
ら
れ
た
後
、
宮

司
が
御
扉
を
閉
じ
秋
季
例
大

祭
当
日
祭
は
滞
り
な
く
修
め

ら
れ
た
。

山
口
建
史
宮
司
は
書
中
を

友
、
崇
敬
者
、
諸
団
体
皆
様

の
御
崇
敬
の
真
心
の
上
に
、

日
々
絶
や
す
こ
と
な
く
奉
慰

顕
彰
の
祭
祀
を
積
み
重
ね
て

き
た
。

御
本
殿
に
鎮
ま
り
ま
す
御

祭
神
は
迫
り
く
る
国
難
に
際

し
て
、
祖
国
の
平
安
、
愛
す

る
人
々
を
守
る
た
め
に
国
事

に
殉
じ
ら
れ
、
わ
が
国
の
悠

久
の
国
柄
、
伝
統
や
文
化
を

守
り
繋
い
で
下
さ
っ
た
。
国

京都市

仏
教
の
危
機
人
生
の
危
機
に
希
望
の
矢
を
放
つ…

三
部
作

瑞
田
信
弘（
た
ま
だ
・
の
ぶ
ひ
ろ
）・
著  

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
称
讃
寺
住
職

中
村
メ
イ
コ
さ
ん
と
山
折
哲
雄
先
生
に
訊
く

坊
さ
ん
の
覚
悟

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

定
価
１
２
０
０
円
＋
税

釈
尊
か
ら
親
鸞
に
学
ぼ
う

浄
土
真
宗
の
智
慧

寺
院
経
営
が
ピ
ン
チ
！

死
に
方
の
流
儀
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術
、
講
談
、
浪
曲
、
合
唱
、

津
軽
三
味
線
、
仕
舞
・
連

吟
、
大
正
琴
、
吹
奏
楽
、
琉

球
舞
踊
な
ど
の
日
本
古
来
の

芸
能
が
、
多
く
の
参
拝
者
が

見
守
る
中
、
奉
納
さ
れ
た
。

「
神
に
従
う
人

の
魂
は
神
の
手
で

守
ら
れ
、
も
は
や

い
か
な
る
責
め
苦
も
受
け
る
こ
と
は
な

い
。
愚
か
者
た
ち
の
目
に
は
彼
ら
は
死

ん
だ
者
と
映
り
、
こ
の
世
か
ら
の
旅
立

ち
は
災
い
、
自
分
た
ち
か
ら
の
離
別
は

破
滅
に
見
え
た
。
と
こ
ろ
が
彼
ら
は
平

和
の
う
ち
に
い
る
。
人
間
の
目
に
は
懲

ら
し
め
を
受
け
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

不
滅
へ
の
大
い
な
る
希
望
が
彼
ら
に
は

あ
る
。
わ
ず
か
な
試
練
を
受
け
た
後
、

豊
か
な
恵
み
を
得
る
。
神
が
彼
ら
を
試

し
、
御
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
者
と
判
断

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
…
主
に
依
り
頼

む
人
は
真
理
を
悟
り
、
信
じ
る
人
は
主

の
愛
の
う
ち
に
主
と
共
に
生
き
る
。
主

に
清
め
ら
れ
た
人
々
に
は
恵
み
と
憐
れ

み
が
あ
り
、
主
に
選
ば
れ
た
人
は
主
の

訪
れ
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。」（
知
恵

３
：
１
│
５
、
９
）

キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
古
く
か
ら

11
月
に
死
者
を
追
悼
す
る
習
慣
が
あ
る
。

１
日
は
信
仰
の
模
範
を
示
し
た
す
べ
て

の
聖
人
、
殉
教
者
を
記
念
す
る「
諸
聖
人

の
日（
万
聖
節
）」、
２
日
は
、
そ
の
他
す

べ
て
の
死
者
の
た
め
に
祈
る
日
と
し
て

「
死
者
の
日
」
と
定
め
て
い
る
。
そ
こ
で

も
ま
た
、
先
祖
や
友
人
知
人
へ
の
哀
悼

を
捧
げ
、
彼
ら
が
天
上
で
神
の
愛
の
懐

に
抱
か
れ
る
よ
う
に
と
祈
っ
て
い
る
。

（
Ｉ
）

本
紙
定
期
購
読
の
お
申
し
込
み
は

■
ご
希
望
購
読
期
間
　
■
氏
名
　
■
郵
便
番
号
　
■
住
所
　

■
連
絡
先
電
話
番
号
　
■
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
お
持
ち
の

場
合
）
を
明
記
の
上
、
宗
教
新
聞
社
宛
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

宗教新聞社
〒
一
六
〇
│
〇
〇
二
二

東
京
都
新
宿
区
新
宿
５
│
13
│
２
│
４
Ｆ

電
　
話
０
３
（
３
３
５
３
）
２
９
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
５
３
６
３
）
５
１
８
２
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※
購
読
料
　
年
間
６
０
０
０
円（
税
、
郵
送
料
を
含
む
）

り
、
当
地
で
念
仏
を
唱
え
た

と
き
、
光
明
が
地
を
照
ら
し

た
こ
と
に
由
来
し
、
浄
土
宗

最
初
の
念
仏
道
場
と
さ
れ

る
。７

日
は
大
本
山
善
導
寺

（
福
岡
県
久
留
米
市
）
が
、

阿
川
文
正
（
ぶ
ん
し
ょ
う
）

法
主
を
導
師
に
、
香
月
吉
祥

寺
伝
承
の
双
盤（
そ
う
ば
ん
）

念
仏
な
ど
の
法
要
を
修
め

た
。
善
導
寺
は
、
浄
土
宗
第

二
祖
・
聖
光（
し
ょ
う
こ
う
）

上
人
が
開
き
、
九
州
一
円
に

浄
土
宗
を
広
め
た
。

８
日
は
大
本
山
清
浄
華
院

（
し
ょ
う
じ
ょ
う
け
い
ん
、

京
都
市
上
京
区
）
が
、
飯
田

実
雄
（
じ
つ
ゆ
う
）
法
主
を

導
師
に
信
徒
と
念
仏
法
要
を

修
め
た
。
清
浄
華
院
は
、
清

和
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
建
立

さ
れ
、
そ
の
後
、
法
然
上
人

が
後
白
河
法
皇
に
授
戒
し
た

際
に
浄
土
宗
寺
院
に
改
め
ら

れ
た
。

最
終
の
10
月
９
日
は
総
本

山
知
恩
院
が
、
総
本
山
知
恩

院
門
跡
・
伊
藤
唯
眞
（
ゆ
い

し
ん
）
浄
土
門
主
を
導
師

に
、
四
つ
の
曲
を
用
い
る
諸

宗
の
大
法
要
の
中
で
最
高
の

儀
式
法
要
と
言
わ
れ
な
が
ら

途
絶
え
て
い
た
四
箇（
し
か
）

法
要
を
営
ん
だ
。
知
恩
院

は
、
法
然
上
人
が
草
庵
を
結

ん
だ
こ
と
に
始
ま
り
、
入
寂

地
の
跡
に
建
て
ら
れ
、
念
仏

の
根
本
道
場
と
し
て
多
く
の

参
拝
者
を
受
け
入
れ
て
き

東京都千代田区
知
恩
院
で「
お
待
ち
受
け
法
要
」

来
年
、浄
土
宗
は
開
宗
８
５
０
年
に

参向する勅使の唐橋在倫掌典＝10月18日、東京都千代田区の靖国神社

靖
國
神
社
で
秋
季
例
大
祭
、通
常
通
り

11
月
５
日
、

６
回
目
と
な
る

毎
年
の
地
区
の

防
災
訓
練
が
あ

っ
た
。
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
30

年
以
内
で
70
〜
80
％
の
確

率
で
起
こ
り
、
近
く
に
断

層
が
走
っ
て
い
る
香
川
県

の
町
な
の
で
、
震
度
６
強

の
地
震
を
想
定
し
て
い

る
。
朝
８
時
、
サ
イ
レ
ン

が
鳴
っ
て
訓
練
開
始
を
告

げ
る
と
、
ま
ず
、
そ
の
場

で
頭
を
抱
え
て
か
が
む
シ

ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
。
次
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
住
民

安
全
の
目
印
と
し
て
、
玄

関
に
ご
み
袋
を
吊
り
下

げ
、
７
〜
８
軒
に
一
人
の

班
長
が
そ
れ
を
確
認
し
、

土
砂
崩
れ
な
ど
が
な
い
か

見
て
回
る
▼
そ
の
後
、
自

治
会
館
に
集
合
し
、
班
長

は
状
況
を
報
告
。
防
災
の

担
当
者
が
市
の
助
成
金
で

購
入
し
た
仮
設
ト
イ
レ
な

ど
の
防
災
用
品
を
説
明
し
、

備
蓄
の
水
や
食
料
な
ど
を

点
検
し
た
▼
次
に
、
自
治

会
総
人
数
の
４
％
に
当
た

る
代
表
が
中
央
の
会
場
に

移
動
し
、
訓
練
に
臨
ん

だ
。
①
起
震
車
に
乗
っ
て

地
震
の
揺
れ
を
体
験
し
、

②
シ
ャ
ベ
ル
を
使
っ
て
土

嚢
を
作
り
、
浸
水
の
恐
れ

が
あ
る
と
こ
ろ
に
置
き
、

③
負
傷
者
を
救
出
す
る
た

め
の
ロ
ー
プ
の
結
び
方
や

簡
易
担
架
の
作
り
方
を
習

い
、
④
段
ボ
ー
ル
や
週
刊

誌
を
使
っ
て
の
骨
折
な
ど

の
応
急
手
当
て
を
学
ん

だ
。
実
際
や
っ
て
み
る
と

で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、

子
供
た
ち
も
半
ば
ゲ
ー
ム

感
覚
で
取
り
組
ん
で
い
た

▼
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て

参
加
者
を
訓
練
現
場
ご
と

に
案
内
し
て
い
る
と
、
小

中
学
校
の
同
級
生
に
声
を

か
け
ら
れ
た
。
顔
は
か
す

か
に
覚
え
て
い
る
が
、
名

前
は
出
て
こ
な
い
。
彼
を

含
め
同
級
生
は
３
人
し
か

見
か
け
ず
、
団
塊
の
世
代

も
次
第
に
減
っ
て
い
く
。

地
域
活
動
は
人
生
最
後
の

御
奉
公
だ
ろ
う
。

法然上人の生涯を講話する福𠩤隆善百萬遍知
恩寺法主＝10月4日、京都市東山区の知恩院

恩
寺
（
京
都
市
左
京
区
）
が

福
𠩤
隆
善
（
り
ゅ
う
ぜ
ん
）

法
主
を
導
師
に
法
要
を
勤
め

た
。
福
𠩤
法
主
は
、
父
の
遺

言
に
従
っ
て
法
然
上
人
が
仇

討
ち
を
せ
ず
、
父
を
は
じ
め

万
民
を
救
う
道
を
探
求
す
る

た
め
に
美
作
を
出
発
し
、
悟

り
に
至
っ
た
生
涯
を
講
話

し
、「
百
萬
遍
大
念
珠
繰
り
」

を
修
め
た
。
こ
れ
は
数
珠
玉

が
１
０
８
０
顆（
つ
ぶ
）、
長

さ
１
１
０
メ
ー
ト
ル
、
重
さ

３
５
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
念

珠
を
念
仏
を
唱
え
な
が
ら
繰

る
法
要
で
あ
る
。
知
恩
寺

は
、
後
醍
醐
天
皇
の
勅
命
に

よ
り
第
八
世
空
圓
上
人
が
、

七
昼
夜
の
念
仏
で
疫
病
を
鎮

め
た
功
に
よ
り
「
百
萬
遍
」

の
寺
号
を
受
け
た
。

５
日
は
大
本
山
増
上
寺

（
東
京
都
港
区
）
が
、
小
澤

賢
珠
（
け
ん
じ
ゅ
）
法
主
を

導
師
に
縁
山
流
声
明
法
要
を

修
め
た
。
増
上
寺
は
、
東
京

大
空
襲
で
伽
藍
の
多
く
を
焼

失
し
た
が
戦
後
復
興
し
、
現

在
で
は
宗
教
、
文
化
活
動
の

拠
点
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
。６

日
は
大
本
山
金
戒
光
明

寺
（
京
都
市
左
京
区
）
が
、

藤
本
浄
彦
（
じ
ょ
う
げ
ん
）

法
主
を
導
師
に
阿
弥
陀
経
を

訓
読
し
、

叡
山
横
川

伝
承
の
和

讃
節
に
よ

る
礼
讃
を

唱
え
る
三

途
講
式
を

奉
修
し

た
。
金
戒

光
明
寺
の

名
は
、
法

然
が
43
歳

で
比
叡
山

か
ら
京
の

町
に
下

と
。初

日
の
10
月
２
日
は
大
本

山
善
光
寺
（
長
野
市
）
が
、

鷹
司
誓
玉
（
せ
い
ぎ
ょ
く
）

法
主
を
導
師
に
、
法
然
の
主

要
な
教
え
を
ま
と
め
た
『
選

択
本
願
念
仏
集
』
を
、
法
要

に
仕
え
る
僧
侶
「
式
衆
」
と

唱
え
る
よ
う
に
訓
読
し
た
。

約
５
０
０
人
の
参
拝
者
は
最

後
に
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
を

唱
え
法
然
上
人
に
感
謝
を
さ

さ
げ
た
。
善
光
寺
は
、
浄
土

宗
尼
御
前
寺
院
と
し
て
唯
一

の
大
本
山
で
あ
る
。

３
日
は
大
本
山
光
明
寺

（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
が
、

柴
田
哲
彦
（
て
つ
げ
ん
）
法

主
を
導
師
に「
引
声（
い
ん
ぜ

い
）
法
要
」
を
奉
修
し
た
。

引
声
と
は
節
回
し
を
長
く
引

き
延
ば
す
声
明
で
、
阿
弥
陀

経
・
念
仏
を
唱
え
、「
香
盤
行

道
（
こ
う
ば
ん
ぎ
ょ
う
ど

う
）」
の
行
法
で
仏
を
讃
え

た
。
光
明
寺
は
十
夜
法
要
発

祥
の
寺
で
も
あ
る
。

４
日
は
大
本
山
百
萬
遍
知

東
京
都
千
代
田
区
の
靖
國
神
社（
山
口
建
史
宮
司
）
で
令
和
５
年
秋
季
例
大
祭
が
10
月
17
日
の
清
祓
か
ら
始
ま
り
19

日
ま
で
の
３
日
間
斎
行
さ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
以
来
大
幅
に
規
模
を
縮
小
し
て
例
大
祭
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
年
の
秋
季
例
大
祭
か
ら
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
と
同
じ
、
通
常
通
り
の
開
催
と
な
っ
た
。
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